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市
で
は
県
内
は
も
と
ゲ

、
 

東
北
地
方
で
も
は
じ
め
て
と
い

う
、
特
定
目
的
住
宅
を
、
目
下

造
成
中
の
新
宮
団
地
の
中
心
部
 

に
、
 一
万
二
千
 

平
方
メ
ー
ト
ル

を
特
定
目
的
団

地
と
し
て
、
こ

と
し
か
ら
五
か

年
計
画
、
約

一

億
七
千
万
円

（
 

土
地
代
を
含
む
 

）
 
の予
算
で
、
 

百
一
戸
を
建
て

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
住

宅
は
、
 一
般
の

住
宅
と
違
い
、
 

特
殊
設
計
が
な

さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
 

と
く
に
身
障
者

住
宅
の
場
合
は

安
全
で
、
使
い

よ
く
と
い
う
こ

と
が
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
 

建
築
費
も
割
高
な
も
の
と
な
り

ま
す
。
 

こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
は
、
 

東
北
に
も
若
干
み
ら
れ
ま
す
が

団
地
化
す
る
の
は
、
当
市
が
は

じ
め
て
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。？
 

特
定
目
的
住
宅
と
は
、
母
子

住
宅
、
老
人
住
宅
、
身
障
者
住

宅
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
当
市
の
住
宅
事
情

と
社
会
福
祉
は
さ
ら
に
向
上
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

◇
母
子
住
宅
 

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
、
現

在
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
を
扶
養

し
て
い
る
人
が
入
居
で
き
ま
す

乳
幼
児
だ
け
の
世
帯
は
平
家
建

児
童
生
徒
の
世
帯
は
二
階
建
と

す
る
方
針
で
、
五
十
一
戸
を
建

て
る
予
定
で
す
。
 

◇
老
人
住
宅
は
、
六
十
五
才

以
上
の
老
人
だ
け
の
世
帯
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
建
物
は
平

家
建
と
な
り
、
三
十
戸
を
建
て

る
予
定
で
す
。
 

◇
身
障
者
住
宅
は
、
先
天
的

な
人
は
も
ち
ろ
ん
、
交
通
事
故

な
ど
に
よ
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
こ
う
し
た
人
々
に
も

身
体
の
不
自
由
を
克
服
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
 

二
十
戸
建
て
る
予
定
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
集
会
所
や
共
同

風
呂
場
な
ど
も
建
設
す
る
予
定

に
な
っ
て
、
自
由
に
使
用
で
き

ま
す
が
、
 一
般
世
帯
と
社
会
的

に
融
合
で
き
る
よ
う
に
、
建
設

位
置
な
ど
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
風
呂
場
、
ト
イ
レ
ッ
ト

廊
下
な
ど
に
手
す
り
を
つ
け
た

り
、
手
お
し
車
の
ま
ま
自
由
に

入
れ
る
な
ど
特
殊
設
計
が
施
さ
 
 

れ
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
は
、
母
子
住
宅
十
戸

老
人
住
宅
六
戸
、
身
障
者
住
宅

四
戸
が
完
成
す
る
予
定
で
す
が

家
賃
も
、
 一
般
公
営
住
宅
な
み

と
い
う
こ
と
で
、
画
期
的
な
住

宅
施
策
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
 

◇
新
宮
団
地
の
概
要
 

面
積
、
百
四
十
四
・
七

〇
九
平
方
メ
ー
ト
ル
 

完
成
年
度
、
昭
和
五
十

年
度
 

建
設
戸
数
、
市
営
住
宅
 

（特
定
目
的
住
宅
を
含
む
）
一
一

百
四
十
四
戸
、
県
営
住
宅
百
戸

分
譲
住
宅

・
宅
地
分
譲
三
百
十

九
戸
の
計
六
百
六
十
三
戸
 

施
設
、
公
園

・
児
童
遊

園
地
六
か
所
、
集
会
所
二
か
所

以
上
の
予
定
で
、
松
島
団
地
 

（
九
百戸
）
 
に次
ぐ
住
宅
団
地

と
な
り
ま
す
。
 

春
の
叙
勲
で
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
、
元

市
消
防
署
長
の
杉
野
柾
三
さ
ん

の
受
勲
祝
賀
会
が
、
七
月
六
日

市
民
文
化
会
館
に
、
約
首
人
の

人
々
が
集
ま
り
盛
大
に
行
な
わ
 

八
月
の

明
日

を
 

ひ
ら

く
映
画
の
会
 

八
月
は
、
夏
ま
つ
り
と
お
盆

に
合
わ
せ
、
蘇
の
と
お
り
市
民

文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
 

し
ま
す
。
 

l
一
 

み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
無
料

で
す
。
 

◇
八
月
五
日
 

午
後
二
時
、
夜
七
時
二
同
上

映
し
ま
す
。
 

ー
、
 カ
ラ
ー
ス
コ
ー
プ
 

三
益
愛
子
三
十
本
記
念
映
画
 

ガ
母
ク
 

2

、
家
庭
映
画
 

ク
親
と
子
の
き
ず
な
4
 

◇
八
月
十
六
日
 

午
後
二
時

一
回
上
映
 

ー
カ
ラ
ー
ス
コ
ー
プ
 

ク
大
巨
獣
ガ
ッ
パ
 
 
4
 

2
家
庭
映
画
 

ク
よ
ろ
こ
び
と
も
に
4
 

家
族
団
ら
ん
で
、
楽
し
い
夏
 

休
み
、
夏
祭
り
、
お
盆
を
す
ご
 

さ
れ
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
ご
計
画
 

く
だ
さ
い
。
 

れ
ま
し
た
。
 

杉
野
さ
ん
は
、
大
正
十
二
年

五
所
川
原
町
常
備
消
防
手
と
な

り
、
昭
和
四
十
二
年
退
職
さ
れ

る
ま
で
、
実
に
四
十
五
年
間
の

永
い
間
消
防
一
筋
に
尽
し
て
こ

れ
ら
れ
た
人
で
す
。
杉
野
さ
ん

は
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
、
消
防

全
般
に
つ
い
て
の
相
談
、
助
言

に
心
よ
く
応
じ
る
な
ど
、
今
回

の
受
勲
は
関
係
者
は
も
と
よ
り

市
民
全
員
の
名
誉
と
喜
ん
で
い

ま
ず
。
 

（佐々木市長） 

（杉野 さん） 

杉
野
さ
ん
の
 

受
勲
祝
賀
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
 



七
月
二
十
日
，
朝

八
時
、
青
森
県
と
五

所
川
原
市
主
催
（
統

監
竹
内
知
事
、
副
統

監
佐
々
木
市
長
）
各

関
係
機
関
団
体
の
協

力
を
得
て
総
合
防
災

訓
練
が
岩
木
川
流
域

旧
市
内
を
中
心
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
訓
練
は
非
常

災
害
に
そ
な
え
、
応

急
措
置
が
敏
速
に
し

か
も
適
確
に
行
な
わ

れ
る
た
め
の
基
礎
訓

練
を
行
な
う
も
の
で

あ
り
、
，あ
わ
せ
て
市

民
の
防
災
に
対
す
る

思
想
の
普
乃
曾
上
を

図
る
も
の
で
、
防
災

の
万
全
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
 

参
加
機
関
は
、
青
 

森
県
、
陸
上
自
衛
隊
第
九
師
団

の
陸

・
空
連
隊
、
青
森
地
方
気

象
台
、
県
警
察
本
部
、
日
本
赤

十
字
県
支
部
、
東
北
電
力
会
社

電
報
電
話
局
、
五
所
川
原
地
区

消
防
本
部
、
五
所
川
原
市
な
ど

で
す
。
 

◇
訓
練
想
定
 

二
百
ミ
リ
を
こ
す
大
雨
の
た

め
、
岩
木
川
が
溢
水
は
ん
ら
ん

し
、
橋
の
流
失
、
堤
防
決
壊
な

ど
が
生
じ
た
。
そ
の
後
、
雨
は

や
ん
だ
が
、
最
大
風
速
二
十
メ
 

ー
ト
ル
の
強
風
と
な
っ
た
。
そ

の
時
三
道
会
館
付
近
か
ら
出
火

大
火
の
お
そ
れ
を
生
じ
た
。
 

こ
れ
ら
の
被
害
に
よ
り
多
数

の
市
民
を
救
出
救
護
し
な
け
れ
 
 

は
な
ら
な
く
な
「
一て
「
災
生
『対

策
本
部
を
設
置
し
急
ぎ
対
策
を

構
じ
た
。
 一
方
、
県
で
も
こ
れ

に
呼
応
し
て
、
自
衛
隊
な
ど
の

関
係
機
関
に
応
援
を
要
請
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
 

以
上
の
よ
う
な
想
定
で
、
大

が
か
り
な
訓
練
が
行
な
わ
れ
る

わ
け
で
す
。
 

◇
訓
練
内
容
 

気
象
情
報
伝
達
、
避
難
、
消
火

交
通
災
害
救
助
、
電
力
施
設
復

旧
、
通
信
施
設
復
旧
、
架
橋
、
 

水
防
、
救
助
救
護
、
給
水
炊
出

し
、
レ
ン
ジ
ヤ
ー
部
隊
救
、
出

避
難
所
、
相
談
所
設
営
、
被
害

調
査
、I通
信
連
絡
な
ど
で
す
。
 

避
難
訓
練
は
堤
防
決
壊
に
よ
っ

て
平
和
町
、
岩
木
町
、
南
小
学

校
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
行
な
わ
れ
ま
す

が
中
三
、
鶴
又
ビ
ル
で
は
火
災

一
に
よ
る
高
層
ビル
の
避
難
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
救
命
袋
、
 

ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
救
助
な
ど
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド
で
は

油
、
ガ
ス
火
災
の
実
験
や
新
建

材
家
屋
の
消
火
実
験
な
ど
も
行

な
わ
れ
ま
す
。
 

突
然
の
災

害

に
そ

な
え

家
庭

に
防
災

器
を
そ
ろ

え
て

く
だ

さ
い
 

◇
照
明
器
具
 

ヒ
モ
の
つ
い
た
懐
中
電
燈
 

ロ
ー
ソ
ク
、
 マ
 
ッチ
、
 ラ
イ
 

タ
ー
 

◇
大
工
道
具
 

ナ
イ
フ
、
ペ
ン
チ
、
ク
ギ
等
 
 

◇
食
料
品
 

パ
ン
類
、
飲
み
水
、
か
ん
詰
 

等
 

◇
飲
事
道
具
 

七
輪
、
木
炭
、
薪
 

◇
応
急
医
楽
品
 

マ
ー
キ
ロ
、
 リ
バ
 
ノー
ル
、
 

メ
ン
ソ
レ
タ
ー
ム
、
脱
脂
綿
 

包
帯
等
 

◇
容
器
類
 

風
呂
敷
、
リ
ユ
ッ
ク
、
ビ
ニ
 

ー
ル
、
水
筒
 

◇
情
報
手
段
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
 

地
図
、
筆
記
具
 

◇
そ
の
他
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
座
布
団
、
貴
 

重
品
類
 

作
曲
家
上
原

げ
ん

と
碑

が
建
て
ら

れ
ま
す
 

市
内
の
景
勝
の
地
、
津
軽
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
、
郷
土

が
生
ん
だ
作
曲
家
故
上
原
げ
ん

と
先
生
の
音
楽
碑
が
建
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
八
月
四
日
午

前
十
時
、
現
地
で
除
幕
式
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

上
原
先
生
は
、
木
造
町
出
身

で
す
が
、
当
市
に
も
住
ま
い
し

多
数
の
友
人
、
知
己
が
お
り
ま

す
。
こ
の
人
々
が
中
心
に
な
っ

て
、
上
原
先
生
の
偉
業
を
永
く

た
た
え
る
た
め
に
、
昨
年
六
月
 

河
川
愛
護

運
動

か
 

七
月
中
行

な
わ
れ
 

て
い
ま
す
 

◇
列
川
区
城
内
の
土
地
に

土

・
石
・
砂
・
ご
み

・

糞
尿
・
鳥
獣
の
死
体

・

汚
物
・
廃
物
を
捨
て
る

と
罰
せ
ら
れ
ま
す
 

◇
生
命
の
根
源
で
あ
る
水

そ
の
水
を
運
ぷ
川
を
き

れ
い
に
 
して
く

だ
さ
 

◇
ナ
メ
流
し
を
完
全
に
追

放
し
、
住
む
魚
を
ふ
や

し
て
く
だ
さ
い
 

◇
川
を
き
れ
い
に
し
、
皆

が
楽
し
め
る
川
に
し
て

く
だ
さ
い
 

一
 
 

頃
カ
ら
計
画
し
た
も
の
で
す
‘
 

市
民
多
数
の
ご
芳
情
に
よ
る

募
金
活
動
も
順
調
に
百
二
十
万

円
が
集
ま
り
、
今
工
事
を
急
い

で
い
ま
す
。
 

碑
は
高
さ
三

・
三
メ
ー
ト
ル

横
三
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
十
五
ト

ン
で
、
岩
木
山
麓
か
ら
運
ば
れ

た
と
い
う
巨
大
な
自
然
石
に
里
「
 

ミ
カ
ゲ
石
を
入
れ
、
た
た
え
る

こ
と
ば
 
（佐
々
木
市
長
書
）
と

五
所
川
原
行
進
曲
（
上
原
賢
六

書
写
）
 
の楽
譜
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

除
幕
式
は
、
上
原
未
亡
人
と
お

嬢
さ
ん
の
手
で
除
幕
さ
れ
、
神

事
の
あ
と
コ
9
ン
ビ
ァ
専
属
歌

手
と
故
人
と
親
交
の
深
い
人
々

が
夫
々
碑
前
で
思
叫
肝
の
歌
や

曲
を
献
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い

い
ま
す
。
ま
た
地
元
長
橋
中
学

校
生
徒
七
十
人
が
碑
に
刻
ま
れ

た
曲
を
合
唱
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
 

な
お
夏
ま
つ
り
行
事
の
ー

つ

と
し
て
、
記
念
歌
謡
音
楽
会
が

午
後
一
時
半
か
ら
市
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

は
コ
ロ
ン
ビ
ァ
歌
手
を
は
じ
め

県
内
に
い
る
地
元
歌
手
数
名
を

招
待
し
て
、
上
原
げ
ん
と
ヒ
ッ

ト
メ
ロ
デ
ー
数
曲
を
綴
り
ま
す

入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
お

誘
い
合
わ
せ
て
お
出
で
く
だ
さ
 

い
。
 

赤
ち

ゃ
ん
の
健
康
診

断

を
行
な
い
ま
す
 

健
康
な
こ
ど
も
に
育
て
る
に

は
、
乳
児
の
正
し
い
育
児
方
法

と
発
育
状
態
の
た
ゆ
ま
ぬ
診
断

が
必
要
で
す
。
 

対
象
者
は
、
昭
和
四
十
四
年

四
月
一
日
ー
昭
和
四
十
五
年
」
一

月
三
十
一
日
に
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
で
す
。
 

日
程
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は

七
月
二
十
日
頃
発
行
の
回
覧
文

書
を
以
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

電
話
開
通
 

5
局

2
5
4
0
 

市
内
岩
木
町
十
一
一
 

三
 
道
 
会
 
館
 

② 

昭和46年度県総合防災訓練が行なわれます 
・あなたも、ぜひ、見学してください 

金
鎚
、
鋸
、

ロ
ー
プ
、
針
金
 

ロ
ー
プ
、
針
金
 

ぐ咋年の市防災訓練で活躍する大竜号） 

、
 

さ
、
 



市
内
下
平

井
町
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
に

隣
接
し
て
建

設
さ
れ
て
い

る
職
業
訓
練

法
人
五
所
川
 

原
職
業
訓
練
協
会
立
の
五
所
川
 

原
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
 

工
事
費
一
千
十
万
円
で
昭
和
四
 

十
四
年
に
着
工
し
昭
和
四
十
五

年
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

役
員
四
十
人
の
中
か
ら
柴
谷

峰
作
さ
ん
が
校
長
を
勤
め
て
い

ま
す
。
職
員
は
二
人
で
す
が
、
 

各
講
師
は
各
部
門
に
わ
た
っ
て

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

鶴
田

・
木
造
・
鯵
ケ
沢
の
会

員
の
見
習
生
を
対
象
と
し
て
、
 

建
築
科

・
左
官
科

・
建
築
板
金
 

市有施設紙上見学会 

五所川原共同
高等職業訓練校 

科

・
木
工
科
に

わ
か
れ
二
百
三

十
四
人
の
見
習

生
が
普
通
学
科
 

（国
語
・
数
学
 

・

社
会
）
四
割

専
門
学
科
六
割

の
割
合
で
年
間

三
百
時
間
を
学

習
し
て
い
ま
す

三
か
年
で
終

了
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
種
の
中

堅
技
能
者
と
し

て
、
地
域
の
発
」
 

展
に
尽
し
て
い

ま
す
。
 

③
 

、
ノ
 

市
消
防
観
閲
式
が
行

な
わ
れ
ま
し

た
 

昨
年
か
ら
実
施
に

ふ
み
き
っ
た
夏
の
成
 

・

一
一
 
人
式
は
非

常
に
好
評

い
い
 

を
う
け
ま
し
た
の
で
 

】
J
 
こ
と
し
も
八
月
＋
五

ソ
 

日
、
午
前
九
時
三
十
 

dル
 

分
か
ら
、
市
民
文
化

に
 

会
館
で
行
な
わ
れ
ま

夏

す

す
o
 

も
ま
 

対
象
者
は
約九
百

し

い
 
人
で
、
昭
和
二
十
六

と
な

年
一
月
一
日
より
、
 

こ
行
十
二

月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
は

い
。
 

ぜ
ひ
畦
席
く
だ
さ
 

成
人
式
は
、
成
人
に
な
っ
た

自
覚
と
、
自
ら
世
の
中

r
生
き

ぬ
こ
う
と
す
る
人
々
の
前
途
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
、
励
ま
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

感
想

文

を
募
集
し

ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
成
人
 
 

式
に
先
だ
ち
、
成
人
み
な
さ
ん

の
感
想
文
を
次
の
よ
う
に
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

◇
趣
旨
 

成
人
式
を
迎
え
る
に
当
っ
て

社
会
人
と
し
て
の
覚
悟
を
あ
ら

た
に
し
、
勤
労
、
学
習
の
喜
び

や
、
自
分
の
立
場
や
体
験
を
と

お
し
て
の
意
見
の
発
表
 

◇
応
募
資
格
 

こ
と
し
成
人
式
を
迎
え
る
人

◇
応
募
方
法
 

原
稿
用
紙

（
四
百
字詰
）
五

枚
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日

・
職
業
（
勤
務

先
）
か
好
記
し
て
、
市
内
岩
木

町
、
市
教
育
委
員
会
成
人
式
係

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
 

◇
締
切
り
日
 

八
月
五
日
 

◇
表
彰
 

優
秀
作
品
を
三
編
選
び
、
成

人
式
当
日
発
表
し
、
賞
状

・
賞

品
を
贈
り
ま
す
 

県
消
防
協
会
五
所
川
原
支
部

定
期
観
閲
式
は
六
月
二
十
六
日

団
員
八
百
九
十
人
、
消
防
署
員

六
十
三
人
、
消
防
予
備
隊
員
四
 

図
書
館
は
市
民
の

み
な

さ
ん
が
気
軽

に
利
用
で

き
ま

す
 

図
書
館
は
市
民
文
化
会
館
の

中
に
あ
り
、
現
在
子
ど
も
む
け

児
童
文
庫
か
ら

一
般
図
書
と
鶴

又
文
庫
、
福
士
文
庫
、
県
図
書

合
わ
せ
て
一
万
五
千
冊
程
あ
り

調
査

・
学
習
ま
た
は
一
般
読
書

に
、
明
る
く
楽
し
い
ふ
ん
い
き

で
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
ょ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
 

利
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
図

書
館
備
付
の
図
書
利
用
申
請
書

に
必
要
事
項
を
書
き
込
受
付
に

ご
提
示
く
だ
さ
れ
ば
館
内
で
は

だ
れ
で
も
お
好
み
の
本
が
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

な
お
、
館
外
貸
出
し
の
場
合

は
多
少
手
続
き
も
必
要
で
す
の

で
受
付
の
方
へ
申
出
て
く
だ
さ

れ
ば
係
の
者
が
く
わ
し
べ
説
明

い
た
し
ま
す
が
、
最
初
の
人
で

ぜ
ひ
館
外
貸
出
し
を
希
望
す
る
 
 

十
人
が
出
動
し
、
総
指
揮
者
鶴

谷
消
防
団
長
が
出
動
人
員
の
報

告
を
済
ま
せ
た
あ
と
、
新
町
通

り
で
分
列
行
進
に
入
り
、
観
閲
 

官
佐
々
木
市
長

荒
谷
消
防
審
議

会
長
、
斎
藤
消

防
長
、
対
馬
署

長
ら
多
数
の
観

閲
を
受
け
た
後

中
央
グ
ラ
ン
ド

に
集
合
し
、
消
 

b
庁
長
官
表
彰

佐
藤
祐
蔵
さ
ん

他
一
看
三

十
八

人

・
八
団
体
の

表
彰
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
ま

た
、
纏
い
振
り

ポ
ン
プ
操
法
、
 

放
水
演
習
な
ど

で
、
そ
の
偉
容

を
示
し
市
民
の

信
頼
を
更
に
深

め
さ
せ
ま
し
た
 

人
は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の

を
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
貸

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

o
 

な
お
、
図
書
館
は
日
曜
日
も

休
ま
な
い
で
、
利
用
者
の
要
望

に
応
え
て
い
ま
す

（但
し
祝
日

年
末

・
年
始
は
休
み
ま
す
）
 
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

保
険

医
辞

退
に
伴
う
 

医
療

費
を

貸
し

ま

す
 

七
月
一
日
か
ら
、
保
険
医
を

辞
退
し
た
病
院
な
ど
で
診
療
を

受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
患
者
の
支
払
い
額
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
医
療

費
の
支
払
い
に
お
困
り
の
人
に

は
、
病
院
の
窓
ロ
で
相
談
を
受

け
る
ほ
か
、
世
帯
更
正
資
金
・

母
子
福
祉
資
金
・
寡
婦
福
祉
資

金
制
度
な
ど
で
、
医
療
費
の
貸

付
け
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

市
役
所
ま
た
は
民
生
委
員
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

'
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宮
内
庁
式
部
 

た
場
合
◇
詠
進
歌
が
す
で
に
発
 

税
第
一
期
分
の
納
税
を
し
て
い
 

④ 

宮内庁で歌会始めの 

詠進歌を募集します 

職
で
は
、
昭
和

四
十
七
年
の
歌

会
始
め
の
詠
進

歌
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。
 

お
題
は
「
山
 

」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
歌

の
中
に
 「
山
」
 

の
文
字
が
な
く
 

て
も
、
例
え
ば
富
士
・
ァ
ル
プ

ス
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
山
の
名
が

あ
れ
ば
よ
く
、
ま
た
、
山
の
情

景
が
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ

ば
、
 「
山
」
の
文
字
が
な
く
て

も
結
構
で
す
。
 
，
 

詠
進
歌
は
、
 一
人
一
首
と
し

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ど
用
紙

は
半
紙
を
用
い
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
5
o
た
だ
し
、
盲
人
 
了

や
身
障
者
な
ど
は
点
字
で
詠
進

ま
た
は
他
人
が
代
筆
し
て
も
さ

し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代

筆
の
と
き
は
そ
の
理
由
を
書
い

た
別
紙
を
添
え
て
く
だ
い
。
 

書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二
つ

折
り
に
し
、
右
半
面
に
お
題
と

歌
を
、
左
半
面
に
住
所
・
氏
名
 

（
本名
・
ふ
り
が
な
つ
き
）
 

生
年
月
日

・
職
業
を
具
体
的
に

お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

詠
進
の
期
間
は
、
九
月
一
日
 

ー
十
月
十

一
日
で
す
の
で
、
郵

便
番
号
一
〇
〇
東
京
都
千
代
田

区
一
番

一
号
、
宮
内
庁
式
部
職

あ
て
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

普
通
の
封
筒
に
小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合
は
失
格

に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

◇
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
 

表
さ
れ
た
歌
と
同
一
ま
た
は
著

し
く
類
似
し
た
歌
で
あ
る
場
合

◇
詠
進
歌
を
、
歌
会
始
め
の
行

な
わ
れ
る
日
以
前
に
、
新
聞
・

雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
・
年
賀

状
な
ど
に
発
表
し
た
場
合
◇
盲

人
や
身
障
者
以
外
で
、
代
筆
と

認
め
ら
れ
る
場
合
 

◇
職
業
を
単
に
主
婦

・
無
職

会
社
員
・
公
務
員
・
商
業
と
だ

け
書
い
た
場
合
 

以
上
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
市
広
報
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

電
気
冷
蔵

庫
は
こ
の

よ

う
に
設

置
し

て
く
だ

さ

い
 電

気
冷
蔵
庫
を
設
置
す
る
と

き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

冷
房
効
果
を
よ
く
す
る
た
め

壁
か
ら
十
五
糎
以
上
離
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
近
く
に
熟
器

具
な
ど
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
0
ま
た
、
 コ
ン
セ
ン
ト
は
専

用
の
も
の
を
、
見
え
る
と
こ
ろ

に
設
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

床
の
安
全
と
上
部
の
利
用
法
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
 

所
得

税
第
一

期
分

の
 

納
税

は
七

月
末

日
ま
で

で
す
 

七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
 

た
だ
く
月
で
す
。
 

納
期
限
に
遅
れ
ま
す
と
、
八
 

月
一
且
l
三
十
一
日
は
年
利
七
 

・

三
％
、
九
月
一
日
か
ら
は
十

四
・
六
％
の
割
合
で
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
か
ら
、
納
期
限
ま

で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
 

納
税
に
は
、

（了
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
振
替
え
て
納
税
す
る

振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

振
替
納
税
の
手
続
き
は
、
税

務
署
か
金
融
機
関
の
窓
ロ
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

お
得
な

貯
蓄
型
簡
易

保
険
へ
ど

う
ぞ
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
巨
額

の
融
資
を
送
り
、
学
校
・
住
宅

の
建
設
や
道
路
・
公
園
な
ど
の

の
整
備
を
行
な
い
、
明
か
る
く

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
奉
仕

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
融
資
は
、
皆
さ
ん
が
毎

月
お
込
み
の
保
険
料
を
、
将
来

お
支
払
い
す
る
保
険
金
と
し
て

積
立
て
さ
れ
た
中
の
大
部
分
が

地
方
還
元
と
し
て
融
資
さ
れ
る

も
の
で
す
の
で
、
市
民
の
簡
易

保
険
普
及
率
と
加
入
保
険
料
が

多
け
れ
ば
多
い
程
、
市
の
需
要

に
応
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

こ
の
程
、
郵
便
局
で
は
、
 「
 

危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
時
代
」
に

対
処
す
る
保
険
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
十
年
払

え
ば
あ
と
五
年
は
サ
ー
ビ
ス
保

障
づ
き
の
短
期
貯
蓄
型
の
保
険

で
、
大
き
な
保
障
と
有
利
な
配

当
金
が
つ
く
う
え
に
、
思
わ
ぬ

事
故
に
よ
る
入
院
や
傷
害
の
場

合
も
保
障
さ
れ
る
仕
組
み
の
も
 

の
で
、
現
代
の
要
請
に
マ
ノ
チ

し
た
保
険
で
す
。
 

確
実
な
財
産
づ
く
り
と
豊
か

な
暮
し
を
築
く
た
め
、
ま
た
、
 

市
の
溌
展
に
戸
大
寺
く
つ
な
が

る
簡
易
保
険
へ
の
加
入
を
郵
便

局
で
お
す
す
め
し
了
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
電
話
四
局

三
二
〇
三
番
の
五
所
川
原
郵
便

局
貯
金
保
険
課
か
貯
金
保
険
外

務
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

。
 

し
 

私
製

の
電
話
番
号
簿

に
 

ご

注
意
く
だ

さ
い
 

最
近
、
電
々
公
社
と
ま
ぎ
ら

わ
し
い
名
称
の
商
社
が
郵
便
振

替
用
紙
を
送
付
し
て
番
号
簿
の

広
告
募
集
を
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、

こ
れ
は
公
社
と
な
ん
の

関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
公
社
の
広
告
募
集
は

毎
年
定
め
ら
れ
た
募
集
員
が
、
 

定
め
ら
れ
た
期
間
の
九
・
十
月

頃
に
行
な
い
、
そ
の
料
金
も
、
 

現
金
や
振
替
用
紙
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
電
話
料
と
い
っ
し

よ
に
、
公
社
請
求
書
で
支
払
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

な
お
、
今
年
度
の
電
話
番
号

簿
は
、
今
ま
で
と
違
い
、
県
内

を
一
冊
に
纏
め
た
の
で
、
今
ま

で
の
二
倍
の
厚
さ
に
な
り
ま
し

た
が
、
間
違
い
を
発
見
さ
れ
ま

し
た
ら
、
ご
手
数
で
も
、
電
話

四
局
二
〇
〇
一
番
の
五
所
川
原

電
報
電
話
局
電
話
営
業
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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